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失敗事例のタイトル  
	
 排熱ボイラー熱交換器伝熱管のエロージョン 

一次原因（材料要素）  
	
 エロ－ジョン・コロージ

ョン 
機種  
	
 多管式熱交換器 

部品  
	
 伝熱管 

材料  
Ni基合金 
インコロイ 800 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	
 以前 SUS321 管を使用していた熱交換器であるが，管外面側に孔食起点型の塩化物応力腐食割れを生じたた
め，管材質を Incoloy 800 に変更していた。ところが，Incoloy 800 管で運転開始して 70日後に、高温水の入
口近傍の管外面側にエロ－ジョン・コロージョンが発生して貫孔漏洩した(付図)。 

調査内容とその結果  
	
 外観観察による損傷形態の特徴からエロ－ジョン・コロージョンであると判断した。顕微鏡組織観察により

粒界腐食も観察された。 

損傷発生のシナリオ  
	
 217℃の高温水が過大な速度または泡を巻き込んで管にぶち当たり，管がエロ－ジョンで削られ，貫孔した。 
高温水による粒界腐食も損傷を加速したと思われる。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 材質を SUS321 から Incoloy 800 にグレードアップしたにもかかわらずエロ－ジョンが起ったことから、高
温水の流量過大、高温水中への泡の巻き込みなどが大きな原因と考えられ、高温水の粒界腐食性も損傷に関与

していると思われるるので，運転条件の見直しが必要である。 
 
教訓  
	
 対策は単に材質変更に頼るだけでなく、運転条件(環境条件)や構造面からも考慮し，総合的に最善策を講じる
ことが望まれる。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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